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令和７年  第１回定例会
会期　3月４日（火）〜13日（木）

3/４ 一般質問
　中津川議員･寺嶋議員� （Ｐ8）
　井上議員･吉田議員� （Ｐ9）
　北村議員･南雲議員� （Ｐ10）

3/５ 一般質問
　秋田谷議員･武尾議員� （Ｐ11）
　古谷議員･田代議員� （Ｐ12）

3/６ 議案審議等
　議案16件（条例・指定管理・補正予算）

3/７ 議案審議　�議案１件（予算）
現地視察（工事予定箇所）

3/10 特別委員会　一般会計予算審査特別委員会

3/11 特別委員会
　�上水道及び寄簡易水道事業
　会計予算審査特別委員会
委員会審査　産業厚生常任委員会（条例）

3/12 委員会審査
　総務文教常任委員会（指定管理）

3/13 委員会調査　議会運営委員会
議案審議等
　�委員会報告６件（条例・指定管理・予算）、議案
７件（予算・同意）、発議、報告ほか

町
民
税（
個
人
・
法
人
） 

の
増
加
見
込
み
の
根
拠
は
。

（
税
務
課
）

　
個
人
は
給
与
所
得
の
増
加
、

法
人
は
町
内
大
手
企
業
の
安

定
し
た
事
業
継
続
を
見
込
ん

で
い
る
。

寄
ロ
ウ
バ
イ
園
の
入
園

者
見
込
み
を
１
７
０
０
０
人

と
し
て
い
る
が
、
今
年
度
実

績
２
０
６
５
０
人
よ
り
も
少

な
く
し
て
い
る
理
由
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　
前
年
度
は
天
候
に
恵
ま
れ

た
が
、
天
候
不
順
の
年
も
あ

る
た
め
、
予
算
上
は
抑
え
て
、

計
上
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補

助
金
は
今
後
も
続
く
の
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
現
行
制
度
は
令
和
８
年
度

で
終
了
予
定
だ
が
、
県
は
継

続
を
予
定
。
た
だ
し
補
助
率

は
引
き
下
げ
ら
れ
る
見
込
み

の
た
め
、
町
と
し
て
は
現
状

維
持
を
要
望
し
て
い
る
。

寄
地
域
活
性
化
拠
点
施

設
事
業
負
担
金
１
１
３
１
万

５
千
円
の
根
拠
は
。

（
総
務
課
）

　

指
定
管
理
者
か
ら
月
額

１
０
６
万
円
の
負
担
金
を
頂

く
が
、
令
和
７
年
度
は
工
事

遅
延
を
見
込
み
10
か
月
分
で

予
算
計
上
し
て
い
る
。

政
　
策

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
用
商
品
開
発
委
託
料
が
、

前
年
度
よ
り
倍
増
し
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
の
具
体
的
な

内
容
・
効
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。（

定
住
少
子
化
担
当
室
）

　
当
初
予
算
で
は
約
７
５
０�

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル

製
作
委
託
料
で
販
売
が
好
調

で
状
況
を
踏
ま
え
倍
増
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
返
礼

品
と
し
て
使
わ
れ
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
金
増
額
の
効

果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

総
務
管
理
費
の
電
算
管

理
費
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
費
、

議
事
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム

等
使
用
料
な
ど
79
万
２
０
０

０
円
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す

が
概
要
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
議
事
録
等
を
自
動
で
作
成

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

よ
う
と
試
み
る
も
の
で
、
基

本
的
に
は
、
文
字
起
こ
し
用

の
ア
プ
リ
。
事
務
用
備
品
の

22
万
８
千
円
も
精
度
を
高
め

る
た
め
の
マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
導
入
し
手
間
を
省

く
た
め
の
備
品
。

所
信
表
明
の
「
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
と
と
も
に
成
長

す
る
町
、
チ
ル
ド
レ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ク
ス
ト
」

と
あ
る
が
、
子
ど
も
関
連
は

新
規
事
業
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
に
高
齢
者
に
は
ど
う
い
っ

た
予
算
を
立
て
て
い
る
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

住
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
環
境
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

直
接
、
高
齢
者
を
対
象
と
す

令和７年度
９会計の予算を可決

総額96億972万円
前年度対比

10億4787万円の増
　
令
和
７
年
度
の
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
員
６
人
で
構
成
さ
れ

る
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び
議

員
11
人
で
構
成
さ
れ
る
上
水
道
及
び
寄
簡

易
水
道
事
業
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
、
付
託
の
上
、
10
日
・
11
日
に
町
長
・
副

町
長
・
教
育
長
以
下
、
参
事
・
課
長
職
か
ら

係
長
職
の
職
員
出
席
の
も
と
詳
細
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
の
結
果
は
、
13

日
の
本
会
議
で
特
別
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

質
疑
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
、
掲
載
し
ま
す
。

歳
　
入
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る
事
業
と
し
て
は
、
移
動
手

段
の
助
成
や
権
利
擁
護
、
終

活
支
援
な
ど
も
展
開
す
る
。

広
報
全
戸
配
布
は
昨
年

か
ら
委
託
で
行
っ
て
い
る
が
、

何
か
問
題
点
や
苦
情
な
ど
あ

る
の
か
。

（
総
務
課
）

　
昨
年
５
月
時
点
で
は
79
件

の
配
布
漏
れ
が
あ
っ
た
が
、

２
月
に
は
７
件
と
な
っ
て
い

る
。

住
　
宅

町
営
住
宅
基
金
は
、
改

修
事
業
、
大
規
模
改
修
、
通

常
改
修
等
に
使
用
さ
れ
る
と

思
う
が
積
立
対
応
が
で
き
て

い
る
の
か
。
大
規
模
改
修
は

10
年
後
と
は
何
年
で
い
く
ら

く
ら
い
で
予
定
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

（
総
務
課
）

　
修
繕
計
画
は
10
年
ご
と
と

し
て
、
そ
れ
に
備
え
て
積
み

立
て
て
い
る
。
町
営
住
宅
基

金
は
、
令
和
６
年
度
末
時
点

で
は
２
５
０
０
万
円
と
な
り

大
規
模
修
繕
は
町
屋
住
宅
を

令
和
６
年
度
で
計
画
し
て
お

り
金
額
は
３
８
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

家
屋
購
入
費
と
し
て
金

額
が
昨
年
と
同
じ
で
す
が
、

そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

（
総
務
課
）

　
家
屋
購
入
費
は
ラ
・
メ
ゾ

ン
カ
ラ
フ
ル
町
屋
と
籠
場
住

宅
建
設
費
用
で
、
30
年
割
賦

払
い
で
充
当
し
て
い
る
。

子
育
て
・
福
祉

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
金
の
内
容
に
つ
い

て
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　
本
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の

方
全
て
に
定
期
接
種
と
な
る
。

自
己
負
担
金
は
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
１
回
８
０
０
０
円
、
生

ワ
ク
チ
ン
３
０
０
０
円
を
予

定
し
て
い
る
。

環
　
境

足
柄
東
部
清
掃
組
合
負

担
金
が
１
０
０
０
万
円
の
減

額
の
理
由
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
新
可
燃
ご
み
施
設
へ
の
移

行
を
前
提
と
し
、
東
部
清
掃

組
合
の
修
繕
工
事
が
減
少
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
た
め
。

観
光
経
済

農
業
振
興
費
と
し
て
①

農
業
資
材
購
入
支
援
補
助
金

と
②
耕
作
放
棄
地
再
生
補
助

金
が
新
設
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
。

（
観
光
経
済
課
）

　
①
農
業
に
要
す
る
肥
料
や

農
薬
、
種
苗
、
被
覆
資
材
な

ど
の
購
入
に
係
る
補
助
金
で

あ
り
、
町
内
に
住
所
を
有
し

前
年
度
に
農
業
収
入
を
申
告

し
た
方
で
、
受
益
面
積
が
５

ア
ー
ル
以
上
あ
る
方
が
対
象
。

②
再
生
利
用
が
可
能
な
荒
廃

農
地
を
対
象
と
し
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
行
う
農
業
者

等
で
５
ア
ー
ル
以
上
の
面
積

の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方

が
対
象
。
限
度
額
は
20
万
円

で
あ
る
。

移
動
販
売
事
業
補
助
金

が
昨
年
度
の
72
万
円
に
比
べ

８
万
円
減
の
64
万
円
に
な
っ

て
い
る
理
由
と
移
動
販
売
事

業
の
継
続
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

（
観
光
経
済
課
）

　
補
助
金
は
事
業
者
の
人
件

費
を
除
く
運
営
費
の
半
額
を

対
象
に
補
助
し
て
お
り
、
補

助
金
の
減
は
今
年
度
の
移
動

販
売
事
業
の
売
り
上
げ
が
昨

年
度
に
比
べ
伸
び
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
事
業
運
営
の
継

続
に
つ
い
て
は
会
員
制
の
導

入
も
検
討
し
て
い
る
。

み
や
ま
運
動
広
場
や
寄

管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
大

き
な
予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、

運
動
広
場
の
ベ
ン
チ
と
遊
具

は
あ
の
ま
ま
な
の
か
。
ま
た
、

管
理
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
も

改
修
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
薪

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
は
考
え
な

い
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
新
年
度
予
算
の
項
目
に
は

ベ
ン
チ
と
遊
具
の
こ
と
は

入
っ
て
い
な
い
が
、
執
行
の

中
で
工
夫
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
慎
重
に

執
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
薪

ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
予

算
編
成
の
時
に
そ
の
方
向
性

の
話
も
出
て
い
る
の
で
、
詳

細
に
調
査
・
検
討
し
て
可
能

で
あ
れ
ば
そ
う
言
う
計
画
を

し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り

新
松
田
駅
北
口
再
開
発

事
業
支
援
及
び
設
計
業
務
委

託
料
と
し
て
約
４
９
７
０
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、
委
託

料
の
内
訳
や
委
託
業
務
の
内

容
に
つ
い
て
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
再
開
発
準
備
組
合
の
支
援

業
務
と
し
て
約
２
６
０
０
万

円
を
計
上
し
、
駅
前
広
場
の

修
正
設
計
、
小
田
急
線
橋

上
改
札
の
検
討
調
査
に
約

２
２
７
０
万
円
を
計
上
し
た
。

駅
前
広
場
の
修
正
設
計
に
つ

い
て
は
、
最
終
的
な
警
察
協

議
に
必
要
な
現
状
交
通
量
の

再
調
査
や
再
開
発
に
よ
る
交

通
量
の
再
推
計
な
ど
実
施
す

る
。

新
松
田
駅
周
辺
整
備
推

進
事
業
費
に
用
地
買
収
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
小
田

急
電
鉄
の
用
地
を
取
得
す
る

た
め
か
。
ま
た
、
基
金
積
立

金
と
し
て
３
億
３
２
０
０
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、
積
立

金
の
目
標
額
は
い
く
ら
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
用
地
買
収
費
は
、
小
田
急

電
鉄
の
宿
泊
所
の
代
替
地
と

し
て
市
街
化
区
域
外
の
土
地

を
取
得
す
る
。
基
金
積
立
金

の
目
標
額
は
、
現
時
点
で
は

10
億
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

寄みやまグラウンド
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教
　
育

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

自
主
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内

容
に
な
る
の
か
。
ま
た
文
化

芸
術
事
業
と
し
て
学
校
に
お

け
る
芸
術
鑑
賞
体
験
推
進
事

業
は
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

（
教
育
課
）

　
自
主
事
業
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
リ
オ
の
公
演
で
、
基
本

的
に
は
人
形
劇
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
想
定
し
て
い
る
。
学

校
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
前

は
文
化
祭
等
を
利
用
し
て
芸

術
公
演
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
文
化
祭
が

半
日
扱
い
に
な
り
、
開
催
し

な
く
な
っ
た
。
プ
ロ
の
舞
台

を
生
で
体
験
す
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
の
で
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
給
食
の
献
立
や
内
容

は
今
ま
で
と
同
じ
質
は
保
て

る
の
か
。

（
教
育
課
）

　
町
費
で
栄
養
士
を
置
い
て
、

小
中
学
校
と
も
し
っ
か
り
と

栄
養
が
取
れ
る
よ
う
な
形
で

献
立
を
立
て
て
い
る
。

生
涯
学
習
が
課
と
し
て

独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

生
涯
教
育
・
文
化
事
業
に
つ

い
て
は
職
員
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
。
町
民
の
協
働
を
引

き
出
す
よ
う
な
仕
組
み
を
導

入
し
て
は
。

（
教
育
課
）

　

生
涯
学
習
の
重
要
性
、

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題

に
取
り
組
む
た
め
に
も
課
と

し
て
独
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
協
働
の
課
題
も
し
っ
か

り
議
論
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

企
業
会
計

町
に
お
け
る
水
道
管
の

耐
震
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
県
の
地
震
対
策
支
援
事
業

で
交
換
し
た
管
以
外
で
、
国

か
ら
の
指
示
の
重
要
施
設
、

広
域
避
難
所
等
の
管
路
を
優

先
し
て
耐
震
化
を
進
め
て
い

る
。

寄
簡
易
水
道
の
水
道
料

金
の
問
題
は
、
町
全
体
で
共

有
す
べ
き
と
の
考
え
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
寄
簡
易
水
道
の
赤
字
の
問

題
は
、
上
水
道
と
と
も
に
赤

字
を
減
ら
し
て
会
計
を
少
し

で
も
良
い
状
態
に
し
た
段
階

で
、
次
の
手
段
に
入
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

一般会計予算審査特別委員会報告書（抜粋）
　歳入については一括、歳出については各款ごとに審査しました。予算執行にあたっては、次の事項につ
いて申し入れをします。
⑴　新松田駅周辺整備事業については住民の声を聞いて進められたい。
⑵　�予算編成方針であるチルドレンファーストネクストを推進するために、できるだけ早くみやま運動広
場の公園の遊具・ベンチ等を整備されたい。

⑶　�スポーツツーリズム推進拠点整備事業については住民の意見を反映し、寄自然休養村管理センター等
改修工事に際しては施設利用者等に配慮されたい。

⑷　寄地域の活性化のための施策を継続されたい。

上水道及び寄簡易水道事業予算審査特別委員会報告書（抜粋）
　松田町水道ビジョンにより水道事業の現状と課題の説明を受けたうえ、上水道事業会計及び寄簡易水道
事業会計全般について審査しました。
●上水道事業会計の予算執行にあたっては、次の事項について申し入れをします。
　⑴　水道使用料の滞納額が１千万円近くまで増えているため、収納体制の強化を図られたい。
　⑵　�上水道事業は水道料金収入だけでは賄われていないため、健全な経営や適正な水道料金について検

討されたい。
●�寄簡易水道事業会計は企業会計化されたが、毎年、他会計からの借入れが必要な状況であることから、
健全な経営や適正な水道料金について検討されたい。
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条
　
例

▼
議
案
２　
松
田
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例

　
地
域
の
営
農
活
動
の
維
持

や
住
民
が
安
全
に
暮
ら
す
た

め
に
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
活
動
及
び
存
在
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
た
め
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
の
処
遇

を
改
善
し
、
隊
員
の
確
保
や

継
続
的
な
有
害
獣
駆
除
活
動

の
実
施
、
さ
ら
に
現
在
の
職

務
内
容
等
に
鑑
み
、
隊
員
の

補
償
や
身
分
を
明
確
化
す
る

た
め
の
新
規
条
例
。
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
猟
友
会

足
柄
上
郡
支
部
長
及
び
同
寄

支
部
長
を
参
考
人
と
し
て
本

委
員
会
へ
出
席
を
要
請
し
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
組

織
及
び
任
命
や
報
酬
・
手
当

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴

取
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
地
域
の
営

農
活
動
の
維
持
や
住
民
が
安

全
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

も
の
と
判
断
し
、
賛
成
全
員

で
原
案
の
一
部
を
修
正
（
字

句
修
正
）
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
条
例
を
運
用
す

る
際
の
詳
細
に
つ
い
て
は
規

則
等
で
規
定
さ
れ
た
い
旨
の

委
員
会
報
告
を
本
会
議
で
行

い
、
賛
成
全
員
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

▼
議
案
５　
松
田
町
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
適
切
な
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成

全
員
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
報
告
を
本

会
議
で
行
い
、
賛
成
全
員
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

指
定
管
理

▼
議
案
27　
松
田
町
寄
地
域

活
性
化
拠
点
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
地
域
の
活

性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
な
ど
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
た
め

の
拠
点
と
な
る
も
の
と
判
断

し
、
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
し
た
委
員
会

報
告
を
本
会
議
で
行
い
、
賛

成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

⑴
寄
小
学
校
の
子
ど
も
や
地

域
住
民
に
と
っ
て
、
環
境
・

衛
生
面
に
安
心
安
全
な
施
設

で
あ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

⑵
寄
小
学
校
や
地
域
住
民
と

密
に
連
携
を
取
り
、
情
報
の

共
有
を
図
ら
れ
た
い
。

⑶
計
画
の
遅
れ
等
は
極
力
防

ぎ
、
事
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
等
信
頼
関

係
を
保
つ
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

⑷
長
い
指
定
管
理
期
間
の
た

め
、
し
っ
か
り
し
た
協
定
と

何
ら
か
の
担
保
を
確
保
さ
れ

た
い
。

定
例
会
の

審
議
の
抜
粋

あしがらジビエ工房

令
和
6
年
11
月
（
松
田
町
執
行
側
）

令
和
7
年
度
予
算 

要
求

各
課
が
令
和
7
年
度
の
必
要
経
費
を
見
積
も
り
、
予
算

編
成
に
組
み
込
む
よ
う
求
め
ま
す

令
和
6
年
11
月
～
令
和
７
年
１
月
（
松
田
町
執
行
側
）

令
和
7
年
度
予
算 

査
定

各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
要
求
を
段
階
的
に
精
査
・

調
整
し
ま
す

令
和
７
年
２
月
（
松
田
町
執
行
側
）

令
和
7
年
度
予
算
大
綱 

発
表

予
算
方
針
や
重
点
施
策
を
発
表
し
ま
す

令
和
７
年
３
月
（
松
田
町
議
会
）

令
和
7
年
度
予
算 

審
議
・
成
立

予
算
案
を
審
議
し
、
決
定
し
ま
す

令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月
（
松
田
町
執
行
側
）

令
和
7
年
度
予
算 

執
行

決
定
し
た
予
算
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま
す

令
和
８
年
９
月
（
松
田
町
議
会
）

令
和
7
年
度
決
算 

認
定

歳
入
歳
出
の
実
績
を
審
議
し
、
確
定
し
ま
す

令
和
７
年
度
予
算
の
流
れ
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　令和６年第５回議会臨時会において、陳情第２号「氏姓の選択可能な婚姻制度」について法制化を求
める意見書を、国に提出する事を要望する陳情が採択されたため、発議第１号を提案しました。
　賛成多数で可決となり、国へ意見書を提出しました。

【発議第１号】意見書（抜粋）
　平均初婚年齢が３０歳前後に上昇しており、男女ともに従来の氏名で信用・実績・資産を築いてから婚姻を迎える
ことも多く、改姓時に必要な事務手続きに手間と費用がかかるなど、企業や働く人の負担が大きく、経済界からも
その影響を懸念し法改正を求める声が上がっている。
　政府は旧姓の通称使用拡大をすすめているが、海外渡航や資格認定、学術論文の記名などの公式な場面では、法
的根拠のない旧姓の使用が認められないことが多くある。また、世界的に個人認証が厳格化する中で、二つの姓を
使い分けることは混乱や誤認リスクを引き起こし、個人の信用性に悪影響を与えかねない。実際、日本経済団体連
合会も「結婚後に夫婦が同じ姓を名乗る義務が企業活動を阻害している」と指摘し、選択的夫婦別姓制度の導入を
求めている。
　さらに、日本は世界で唯一、夫婦同姓を義務づけている国であり、結婚後に改姓する人の約95％が女性という実
態もあり、国連の女子差別撤廃委員会もこれまで四度にわたり、日本政府に対して女性が結婚前の姓を保持できる
法整備を勧告している。
　家族のかたちは多様化し、個人のアイデンティティを尊重する社会の中で、姓の選択の自由は尊厳と基本的人権
の観点からも重要である。2０21年には法務大臣が「選択的夫婦別姓制度が導入されても戸籍の機能は維持される」
と述べていることからも、法的な障壁は薄れつつある。
　こうした国内外の動向や多様性を認める社会の中での個人のアイデンティティの尊重のためにも、早急に氏姓の
選択可能な婚姻制度を法制化するよう強く要望する。

発議第１号 「氏姓の選択可能な婚姻制度」の法制化を求める意見書の提出について

陳情書受理から意見書提出までの経緯
2024年８月20日
松田町議会　陳情書受理
『「氏姓の選択可能な婚姻制度」について法制化を求める意見書を、国に提出する事を要望
する陳情（提出者：加藤誠）』

2024年11月28日
臨時議会　総務文教常任委員会報告及び審議
本会議で委員会報告を行い、質疑・討論をし、採決の結果、賛成多数（賛成６：反対５）
で採択。
※討論の内容は松田町議会だよりNo.237（2025.2.1発行）に記載

2024年９月10日・10月９日・10月25日
総務文教常任委員会審査
陳情者や松田町職員に説明を受けて、状況等を確認し審査。審査の結果、本陳情について
採択すべきものとする

2024年８月30日
議会運営委員会
総務文教常任委員会に付託と決定

2025年３月13日
第一回定例会　議員発議

町政などについて意見や要望があるときは、誰でも請願・陳情を議会に提出
することができます。
請願は議員の紹介が必要ですが、陳情では必要ありません。

本会議では委員会での審査結果を報告、それを基に
質疑・討論等で議論を深め、採決し、松田町議会と
しての決定をします。

採択・不採択・趣旨採択（趣旨には賛同するが内容や方
法は同意しない）を決めます。

受理された陳情等は議会運営委員会で取り扱いを決めます。
代表的な取り扱い方法としては、以下のようなものがあります。
・机上配布：全議員に資料を配布すること
・委員会付託：担当の委員会に本会議の採択前に審査を委ねること

陳情が採択されたため、意見書を作成し、その提出について議決を
得るために議員発議を行います。
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発議第１号　氏姓の選択可能な婚姻制度」の法制化を求める
� 意見書の提出について�【討論】

反対討論 田代　実　議員

	

　私は、発議第１号「氏姓の選択可能な婚姻制度」の
法制化を求める意見書の提出について、反対の立場か
ら討論を行います。この氏姓の選択可能な婚姻制度に
ついて、先ほども質疑で皆様に尋ねましたけれども、
最大の懸念事項は子どもの問題です。夫婦に２人の子
どもがいた場合に、子どもの姓はどうなるのでしょう
か。仮に同じ家に住む家族が、１人の子どもは父の氏
姓、もう一方の子どもは母の氏姓を名乗った場合に、
学校や地域社会での子どもたちの人権が守られるので
しょうか。いじめや差別など、子どもたちにとって好
ましくない影響を私は一番心配しております。氏姓の
選択可能な婚姻制度については、夫婦の氏姓や婚姻の
届出など、民法や関連する法令の改正の問題、そして
何より子どもたちが社会で健やかに暮らしていくため
の様々な影響を踏まえ、この制度改正は慎重に対応す
るべきです。

　このようなことから、県内では神奈川県議会をはじ
め横浜市議会、鎌倉市議会、大和市議会、座間市議会
は国会での「深く慎重に議論をするための意見書」を
内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、両院の議長に提
出しております。よって、法制化を求める拙速な意見
書を提出する前に、様々な議論を行って欲しい。特に
子どもの問題について、皆様が納得いくまで行って欲
しい。そして、そのことが、国民が理解できるような
方向になったときに国に求めるという考えから、今回
の法制化を求める意見書の提出については断固反対し
ます。議員の皆様におかれましては、私の反対討論の
趣旨を十分に御理解いただき、御賛同くださるようお
願いいたします。

賛成討論 北村　和士　議員
　氏姓の選択が可能な婚姻制度をめぐる議論で必ず出
るのが「子どもはどうするのか」という論点ですが、
この制度はあくまで“選択可能”なものであり、従来
通り夫婦同姓を選ぶことも可能です。重要なのは、現
行制度が結婚の障壁となっている人々への救済手段が
必要であるという点です。
　現在、氏姓選択の問題は一部の専門職に限った話で
はなく、インターネットの普及により、世界と仕事を
する人が増え、誰にとっても身近な課題となっていま
す。松田町では、外国語指導助手を5名配置し、中学
生にオンライン英会話を導入するなど、グローバル人
材育成に取り組んでいます。しかし、婚姻制度がキャ
リア形成の妨げになるようでは、本末転倒です。若者
が世界で活躍できる未来を守るためにも、選択的夫婦
別姓制度の法制化が必要です。
　政府は旧姓の通称使用を拡大する方針を示していま
すが、これでは根本的な解決にはなりません。通称で
はパスポートや契約、学術論文、資格取得時に不便が
生じ、身分証との不一致が信用問題に発展する恐れが
あります。個人名がブランドになるグローバル社会で
は、改姓が信用低下につながることもあり、ビジネス
チャンスを失うリスクもあります。日本の制度が変わ
らなければ、若者の可能性を狭めることになりかねま
せん。

　また、グローバルな活躍は松田町の活力にも直結し
ます。海外で得た知見や人脈を町に持ち帰ることで、
経済活性化や新たなビジネス展開が期待できます。町
が取り組む英語教育も、世界とつながるための土台づ
くりなのです。
　想像してみてください。皆さんにお孫さんがいると
します。かわいい孫娘です。令和３年の調査によると、
日本では男性の所得を１００とすると、女性の所得は７５
しかありません。さらに、日本の男女格差は、世界経
済フォーラムの「ジェンダー・ギャップ指数」で１４６
カ国中１１８位という低い順位にとどまっています。
　もし、お孫さんが「日本では自分が評価されない」
と感じ、一念発起して世界へ飛び出し、努力の末に成
功をつかんだとします。苦労を乗り越え、ようやく仕
事も落ち着き、生まれ故郷の日本に帰ろうと決意する。
しかし、日本に戻り、結婚すると名字が変わる可能性
が高くなり、これまで積み上げてきた実績が見えにく
くなってしまう。世界で戦い抜き、必死に築いたキャ
リアが、日本の制度や慣習によって消えてしまうかも
しれない。それは、悲劇以外のなにものでもありませ
ん。
　そういう悲劇を起こさないためにも、また、日本社
会が未来ある若者を支えるためにも、今こそ選択的夫
婦別姓制度の実現に向けた声を上げるべき時です。
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最
重
点
施
策
で
あ
る
「
新

松
田
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
」

は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
て
６
年
が
経
過

す
る
が
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
当
初
計
画
に
比
べ
３
年

ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。
整
備
の

早
期
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
次
の
こ
と
に
つ

い
て
問
う
。

本
事
業
は
、
基
本
計
画

に
基
づ
き
事
業
推
進
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い
る

経
緯
に
つ
い
て
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
予
定
し
て
い
た
協
議
会
等

が
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
令
和
３
年
第
１
回
定
例

会
に
提
案
し
た
駅
前
広
場
詳

細
設
計
業
務
委
託
料
の
債
務

負
担
行
為
の
削
除
と
い
う
修

正
議
決
や
予
算
執
行
の
凍
結

が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
時
間

的
な
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
。再

開
発
準
備
組
合
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
事
業
協

力
者
の
関
わ
り
や
町
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
。

事業の完遂に向
け、強い信念を
持って取り組む

回答（町長）

事
業
協
力
者
で
あ
る
㈱

マ
リ
モ
は
再
開
発
事
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
都

市
計
画
決
定
に
向
け
た
基
本

計
画
案
を
多
角
的
に
検
討
す

る
と
共
に
、
住
宅
施
設
の
み

な
ら
ず
商
業
施
設
の
調
査
や

誘
致
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

町
は
準
備
組
合
の
事
務
局
を

担
っ
て
お
り
、
町
負
担
に
よ

り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

し
再
開
発
事
業
を
支
援
し
て

い
る
。都

市
計
画
決
定
な
ど
、

今
後
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
け
る
課
題
や
事
業
完
遂
に

向
け
た
取
り
組
み
方
針
に
つ

い
て
。都

市
計
画
決
定
に
は
地

権
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
や
、
神

奈
川
県
と
の
協
議
、
権
利
変

換
認
可
、
資
金
計
画
の
裏
付

け
な
ど
段
階
ご
と
に
様
々
な

課
題
が
あ
る
。
町
は
施
行
主

体
で
あ
る
準
備
組
合
と
引
き

続
き
連
携
を
図
り
、
段
階
ご

と
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
事
業

進
捗
を
図
る
。

芝
生
化
さ
れ
た
寄
み
や

ま
運
動
広
場
の
活
用
で
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
新
た

な
誘
客
を
図
り
、
移
住
定
住

に
つ
な
げ
る
施
策
を
伺
う
。

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業

や
英
語
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ

る
移
住
定
住
を
図
る
た
め
に
、

寄
地
区
移
住
奨
励
金
や
空
き

家
の
改
修
・
解
体
補
助
な
ど

行
い
環
境
を
整
え
る
。

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
で
は
都
市
計
画
決
定
に
向

け
て
基
本
計
画
案
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
市
街
地
再
開
発
事
業

に
町
民
の
意
見
を
ど
う
反
映

さ
せ
て
行
く
の
か
。

再
開
発
準
備
組
合
に
お

い
て
都
市
計
画
案
の
意
思
決

定
が
さ
れ
、
町
へ
法
的
な
手

続
き
が
依
頼
さ
れ
る
。
そ
れ

に
先
立
っ
て
町
は
地
元
自
治

会
や
町
民
に
説
明
会
を
行
う
。

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
意

見
募
集
を
行
い
、
町
審
査
会

に
て
結
論
を
得
て
い
く
の
で
、

そ
の
間
に
町
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
い
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
町

民
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
事

業
や
学
校
給
食
費
へ
の
補
助

を
拡
充
す
る
な
ど
の
考
え
方

を
伺
う
。 

学校給食
費等を無
償化する

回答（町長）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
、

販
売
総
額
７
０
０
０
万
円
、

発
行
総
額
８
４
０
０
万
円
。

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
小
・
中
学
校
給

食
費
を
無
償
化
す
る
。

新
松
田
駅
北
口
地
区
市
街
地

�

再
開
発
事
業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

質
問
者

　
中
津
川		

定
雄　
議
員

誰
も
が
安
心
し
て
暮
せ
る
予
算
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋　
正　
議
員

新松田駅北口



9 このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

駅
周
辺
整
備
事
業
を
再

開
発
事
業
と
し
て
都
市
計
画

決
定
を
行
う
根
拠
は
。

都
市
再
開
発
法
に
基
づ

き
、
公
共
性
の
高
い
事
業
と

し
て
遂
行
性
、
水
準
を
確
保

す
る
た
め
、
都
市
計
画
決
定

が
必
要
で
あ
る
。

再
開
発
事
業
で
進
め
る

方
針
は
、
町
が
主
導
し
た
も

の
で
は
な
い
か
。
町
の
主
体

的
な
取
り
組
み
は
。

地
権
者
の
方
々
の
考
え

を
尊
重
し
て
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
町
の

一
大
事
業
で
あ
り
地
域
の

方
々
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
事
業
で
あ
る
。

開
発
事
業
の
公
益
的
施

設
の
町
財
政
負
担
は
。

公
益
的
施
設
は
保
留
床

の
取
得
に
よ
り
設
置
を
検
討

し
て
お
り
、
町
の
財
政
負
担

は
３
億
９
０
０
０
万
円
と
想

定
し
て
い
る
。
な
お
、
事
業

全
体
の
町
負
担
の
総
額
は
、

約
30
億
７
５
０
０
万
円
。

現
在
再
開
発
事
業
の
区

域
に
住
む
地
権
者
が
、「
少

数
の
意
見
で
も
丁
寧
に
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
人
が

い
た
。
再
開
発
事
業
に
反
対

の
方
た
ち
へ
の
町
の
対
応
は
。

可
能
な
限
り
寄
り
添
っ

た
対
応
を
と
り
、
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
今
年
11
月
に

予
定
し
て
い
る
都
市
計
画
決

定
に
向
け
、
住
民
説
明
会
や

必
要
に
応
じ
た
対
応
を
進
め

て
行
く
。

地
権
者
の
個
別
の
事
情

に
配
慮
し
た
対
応
は
。

地
権
者
の
将
来
設
計
も

考
慮
し
、
可
能
な
限
り
の
支

援
を
行
う
。

富
士
・
足
柄
道
路
ト
ン

ネ
ル
建
設
期
成
同
盟
会
が
発

足
す
る
な
ど
、
近
隣
市
町
で

は
、
国
道
や
県
道
の
整
備
や

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
国
道

二
四
六
号
バ
イ
パ
ス
路
線
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

先
、
寄
地
区
を
通
過
し
松
田

惣
領
地
区
に
抜
け
る
道
路
計

画
を
、
近
隣
市
町
と
協
力
し

て
国
に
は
た
ら
き
か
け
る
考

え
は
な
い
か
。

新
東
名
高
速
道
路
や

二
四
六
号
バ
イ
パ
ス
整
備
の

進
捗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
バ

イ
パ
ス
の
延
伸
に
つ
い
て
の

構
想
や
二
四
六
号
現
道
の
拡

幅
な
ど
を
含
め
た
検
討
を
行

う
。

県
道
七
一
一
号
は
、
松

田
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
国
道
二
四
六
号
と
接
続
す

る
よ
う
な
延
伸
に
つ
い
て
、

近
隣
市
町
と
協
力
し
て
国
に

は
た
ら
き
か
け
る
考
え
は
な

い
か
。

何
も
考
え
を
持
た
な
い

の
で
は
な
く
、
大
き
な
考
え

方
と
し
て
周
り
の
市
町
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の

か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く

視
点
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

駅
周
辺
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

「
新
松
田
駅
周
辺
整
備

基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
の

中
で
関
連
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
位
置
付
け
て
い
る
。

町
道
三
号
線
（
ロ
マ
ン

ス
通
り
）
は
12
ｍ
の
拡
幅
と

な
る
の
か
。

町
道
三
号
線
は
幅
員
12

ｍ
を
目
指
し
て
順
次
整
備
し

て
い
く
。

国・県等の関係機
関と連携を密にし
て、必要に応じた
対応を行う
回答（町長）

再開発事業に反対の方々
に対しても、
ご理解いただけるように
進めていく
回答（町長）

酒匂川左岸道路

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
で
の

�

町
の
考
え
方
は

質
問
者

　
井
上　
栄
一　
議
員

松
田
町
に
係
る

�

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
者

　
吉
田　
功　
議
員

新松田駅周辺整備後のイメージ
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昨
年
9
月
に
「
松
田
町

は
情
報
発
信
を
強
化
す
る
」

と
答
弁
頂
き
ま
し
た
。
来
年

度
予
算
は
特
に
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ
り
、

定
住
や
移
住
の
促
進
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
魅
力
的
で
も
伝
わ

ら
な
け
れ
ば
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
算
成
立
後
の
情
報

発
信
は
？

町
内
へ
は
、
松
田
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
登
録
者
数

３
２
８
０
人
）、
地
域
座
談

会
や
懇
談
会
な
ど
。
町
外
へ

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
や
記

者
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報
提
供
、

移
住
フ
ェ
ス
タ
や
小
田
急

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス

タ
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

昨
年
9
月
に
「
人
財
バ

ン
ク
の
活
性
化
の
た
め
に
、

登
録
者
の
紹
介
動
画
を
掲
載

し
、
広
報
を
強
化
す
る
」
と

答
弁
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
？

人
財
バ
ン
ク
の
利
用
実

績
が
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
合

わ
せ
、
学
校
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
活
用
を
進
め
る
方
針
に
す

る
。
紹
介
動
画
は
今
後
も
検

討
す
る
。

登
録
者
と
の
信
頼
関
係

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
方

針
変
更
の
際
に
は
丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
今
後
の
役
割
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

学
校
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
人
財
バ
ン
ク
に
限
ら

ず
、
地
元
の
方
が
活
躍
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

昨
年
12
月
に
「
小
1
の

壁
対
策
の
た
め
に
4
月
か
ら

小
学
校
の
7
：
15
開
門
を
行

う
」
と
答
弁
頂
き
ま
し
た
。

見
守
り
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配

置
は
？松

田
小
学
校
に
2
人
、

寄
小
学
校
に
1
人
を
配
置
予

定
。小学校の7：15開門は

予算化、その他も含め
て積極的に取り組んで
いく
回答（町長）

周
辺
自
治
体
で
は
初
の

取
組
み
で
、
保
護
者
か
ら
の

期
待
も
大
き
い
事
業
で
す
。

継
続
的
な
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。挑

戦
す
る
姿
勢
を
大
切

に
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
大
型
台

風
の
浸
水
被
害
に
備
え
る
た

め
、
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
お
考
え
は
。

住
民
が
自
由
に
土
の
う

を
使
え
る
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
、
各
自
主

防
災
会
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
確
認
し
て
対
応
し
て
い
く
。

大
規
模
災
害
発
生
時
、

職
員
の
手
を
借
り
ず
に
避
難

所
を
開
設
で
き
る
フ
ァ
ー
ス

ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
お
考
え
は
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ボ
ッ
ク
ス
を
各
自
主
防
災

会
へ
設
置
す
る
こ
と
は
有
効

と
考
え
る
た
め
、
今
後
必
要

性
を
確
認
し
対
応
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
・
熊
本

地
震
・
能
登
半
島
地
震
で
は
、

災
害
関
連
死
が
直
接
死
を
上

回
り
、
災
害
関
連
死
を
最
小

に
し
て
い
く
避
難
所
運
営
が

非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
避
難
所
で
被
災
者

が
尊
厳
あ
る
生
活
が
送
れ
る

環
境
改
善
に
つ
い
て
の
お
考

え
は
。災害対策の

対応強化を
進める

回答（町長）

発
災
後
避
難
所
の
確
保
、

備
蓄
食
料
、
毛
布
、
マ
ッ
ト
、

テ
ン
ト
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

孤
立
対
策
用
と
し
て
県
か
ら

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
と
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
７
個
、
携
帯

ト
イ
レ
２
万
回
分
、
折
り
た

た
み
ベ
ッ
ド
25
台
、
テ
ン
ト

４
０
０
張
り
を
受
領
予
定
で

あ
り
備
蓄
品
の
充
実
が
図
ら

れ
る
。
ま
た
こ
れ
か
ら
導
入

さ
れ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
で
、
１
日
１
回
の
温
食
を

提
供
し
避
難
者
の
気
力
を
上

げ
て
い
く
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
は
事
業
者
と
協
定
を
提
携

す
る
な
ど
、
マ
ッ
ト
と
共
に

活
用
し
足
を
の
ば
し
て
い
ら

れ
る
場
所
の
確
保
を
し
て
い

く
。
女
性
の
視
点
で
の
避
難

所
の
対
応
は
、
避
難
所
設

営
・
運
営
を
60
％
以
上
の
女

性
職
員
で
運
営
し
て
い
き
、

避
難
所
運
営
が
避
難
者
主
体

に
シ
フ
ト
さ
れ
て
も
女
性
を

配
置
し
て
い
く
等
環
境
向
上

に
努
め
る
。

教育関連施策は
重要だ

回答（町長）

新
松
田
駅
周
辺
再
開
発

事
業
が
都
市
計
画
決
定
ま
で

進
ん
で
い
な
い
の
で
、
や
り

残
し
感
が
あ
る
が
在
任
期
間

ま
で
努
力
す
る
。
続
投
に
つ

い
て
は
、
条
例
が
現
存
し
て

お
り
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
。

整
備
が
途
中
で
止
ま
る
事
が

あ
る
か
。

北口も南口も
町民の思いを形に変え
ていく

回答（町長）

南
口
広
場
整
備
事
業
の

手
法
（
道
路
事
業
）
と
違
い
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て
都
市

計
画
決
定
を
行
い
、
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。
都
市
計
画

決
定
で
は
町
が
法
令
に
基
づ

き
事
業
を
推
進
し
て
い
く
強

い
意
志
が
必
要
と
な
る
。
ま

だ
ま
だ
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
超

え
る
必
要
が
あ
る
が
一
つ
一

つ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、

南
口
の
よ
う
に
事
業
が
止
ま

る
事
の
な
い
よ
う
に
対
応
す

る
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
で
の
回
答
を

踏
ま
え
て
の
来
年
度
の
予
算
及
び

�

事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問
者

　
北
村　
和
士　
議
員

災
害
対
応
強
化
の
た
め
の

�

施
策
を
問
う

質
問
者

　
南
雲		

ま
さ
子　
議
員

土のうづくり
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本
町
は
こ
れ
ま
で
も
近

隣
の
市
町
に
先
駆
け
て
児
童

生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

用
意
し
た
り
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て

新
年
度
に
は
、
小
中
学
校
の

給
食
費
や
学
童
保
育
の
無
償

化
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
予

算
も
計
上
さ
れ
、「
チ
ル
ド

レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ク

ス
ト
」
を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
町
長
の
意
気
込
み
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。こ

れ
ま
で
も
教
育
関
連

の
施
策
に
力
を
注
い
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
進
め
て
い
く
。

新
松
田
駅
周
辺
再
開
発

事
業
は
都
市
計
画
決
定
に
向

け
て
の
重
要
な
段
階
に
来
て

お
り
ま
す
。
一
方
で
、
今
年

の
９
月
に
本
山
町
長
の
任
期

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
現
在
、
町
長
自
身
が
自
ら

制
定
し
た
松
田
町
町
長
の
在

任
期
間
に
関
す
る
条
例
が
あ

り
ま
す
。
本
山
町
長
は
ど
の

様
な
心
境
で
い
ら
れ
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

教育関連施策は
重要だ

回答（町長）

新
松
田
駅
周
辺
再
開
発

事
業
が
都
市
計
画
決
定
ま
で

進
ん
で
い
な
い
の
で
、
や
り

残
し
感
が
あ
る
が
在
任
期
間

ま
で
努
力
す
る
。
続
投
に
つ

い
て
は
、
条
例
が
現
存
し
て

お
り
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
。

　
新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

と
し
て
北
口
駅
前
は
広
場
整

備
事
業
や
再
開
発
事
業
が
進

ん
で
い
る
が
、
南
口
駅
前
広

場
整
備
の
進
捗
が
み
ら
れ
な

い
。
今
後
の
南
口
広
場
に
つ

い
て
問
う
。

南
口
駅
前
広
場
整
備
の

進
ま
な
い
理
由
と
は
。

道
路
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
現
在
も
用

地
の
一
部
が
取
得
出
来
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
。

新
松
田
駅
を
一
体
的
な

南
北
の
交
通
結
節
点
と
し
て

整
備
す
る
と
は
。

第
六
次
総
合
計
画
に

そ
っ
て
、
駅
南
北
通
路
の
構

想
を
も
っ
て
い
る
。

南
口
整
備
の
今
後
の
課

題
と
解
決
の
見
通
し
は
。

今
後
も
粘
り
強
く
交
渉

を
続
け
な
が
ら
、
令
和
七
年

度
に
は
一
部
事
業
計
画
を
見

直
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
箇
所
の
変

更
（
県
道
寄
り
）
や

広
場
以
西
の
道
路
に

係
わ
る
用
地
交
渉
等

を
進
め
る
た
め
の
調

査
費
を
計
上
し
て
い

る
。

北
口
駅
前
広
場

の
整
備
に
つ
い
て
は

南
口
整
備
と
同
様
に

整
備
が
途
中
で
止
ま
る
事
が

あ
る
か
。

北口も南口も
町民の思いを形に変え
ていく

回答（町長）

南
口
広
場
整
備
事
業
の

手
法
（
道
路
事
業
）
と
違
い
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て
都
市

計
画
決
定
を
行
い
、
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。
都
市
計
画

決
定
で
は
町
が
法
令
に
基
づ

き
事
業
を
推
進
し
て
い
く
強

い
意
志
が
必
要
と
な
る
。
ま

だ
ま
だ
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
超

え
る
必
要
が
あ
る
が
一
つ
一

つ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、

南
口
の
よ
う
に
事
業
が
止
ま

る
事
の
な
い
よ
う
に
対
応
す

る
。

今
後
の
子
育
て
施
策
と

�
町
長
の
在
任
期
間
に
つ
い
て

質
問
者

　
秋
田
谷		

光
彦　
議
員

寄小学校給食風景

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾　
哲
治　
議
員

新松田駅南口
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運
送
業
界
の
２
０
２
４
年

問
題
は
、
運
転
手
不
足
を
背

景
に
路
線
バ
ス
な
ど
は
運
賃

の
値
上
げ
、
減
便
に
よ
っ
て

利
用
者
の
利
便
性
が
損
な
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。　

　
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
運
行
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
さ

れ
て
い
な
い
地
域
や
時
間
帯

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
乗
降
場

所
を
多
く
設
置
し
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
令
和
6
年
6
月
か
ら
は
、

運
行
体
制
の
見
直
し
を
行
い

3
台
で
の
運
行
を
し
て
い
る

が
目
標
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況

で
あ
る
。

　
利
用
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い

と
運
行
継
続
が

困
難
に
な
る
た

め
、
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
改

善
を
す
る
。

　
令
和
7
年
度

は
、
75
歳
以
上

の
方
や
妊
産
婦

さ
ん
を
対
象
に

補
助
金
を
出
し

て
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
支
援
を
開
始
す
る
。

公共交通機関の利用
を促進する

回答（町長）

路
線
バ
ス
（
新
松
田
～

管
理
セ
ン
タ
ー
）
の
利
用
促

進
策
に
つ
い
て
。

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

策
と
し
て
、
学
生
等
に
対
す

る
通
学
定
期
券
助
成
、
高
齢

者
・
障
害
者
へ
の
定
期
券
助

成
、
バ
ス
事
業
者
に
は
枝
線

運
行
、
増
発
便
運
行
に
対
し

支
援
を
し
て
い
る
。

　
夜
間
最
終
便
延
長
に
つ
い

て
は
、
み
や
ま
運
動
広
場
の

夜
間
利
用
し
た
い
団
体
等
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
や
地
域
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
地
域

公
共
交
通
会
議
で
提
案
し
て

い
く
。

　
松
田
町
始
ま
っ
て
以
来
の

最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
の

総
額
は
１
５
０
億
９
千
万
円

と
の
こ
と
で
、
既
に
昨
年
の

３
月
に
事
業
協
力
者
が
決
ま

り
本
年
11
月
に
は
市
街
地
再

開
発
事
業
の
都
市
計
画
決
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
時
点
の
計
画

を
も
と
に
次
の
３
点
に
つ
い

て
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

集
約
施
設
（
マ
ン
シ
ョ

ン
他
）
整
備
計
画
は
、
13
階

建
て
の
高
層
ビ
ル
の
た
め
景

観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の

で
、
影
響
を
受
け
る
隣
接
居

住
者
に
対
し
て
町
の
説
明
責

任
は
。こ

れ
ま
で
の
住
民
説
明

会
で
は
、
特
に
隣
接
居
住
者

か
ら
景
観
・
日
影
・
ビ
ル
風

な
ど
不
安
の
声
が
出
て
い
る
。

　
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

周
辺
自
治
会
住
民
や
町
民
を

対
象
に
、
そ
の
影
響
が
ど
の

程
度
の
も
の
か
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
提
示
し
て
理
解
を

求
め
る
。

集
約
施
設
の
工
事
費
は

高
騰
し
て
い
る
た
め
、
事
業

遂
行
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
町
の
補
助
金
以
外

の
支
援
策
は
。

再開発ビル内に
子育て施設などを
整備し、価値を
高める
回答（町長）

再
開
発
ビ
ル
の
中
に
公

益
的
施
設
を
設
置
し
、
子
育

て
支
援
や
町
の
諸
証
明
を
発

行
で
き
る
機
能
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
保
留

床
１
０
０
０
㎡
を
町
が
購
入

し
、
再
開
発
ビ
ル
等
の
価
値

の
向
上
を
図
り
、
資
金
計
画

が
安
定
す
る
よ
う
支
援
し
た

い
。

駅
周
辺
整
備
事
業
完
了

後
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
、
集
約
施
設
内
の
公
共
通

路
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
他
）、

駅
前
広
場
な
ど
の
管
理
に
係

る
町
の
負
担
は
。

集
約
施
設
（
マ
ン
シ
ョ

ン
他
）
内
の
通
路
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
管
理
は
、
完
成

後
に
設
立
予
定
の
管
理
組
合

と
協
議
す
る
。
駅
前
広
場
や

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

（
自
由
通
路
）
の
維
持
費
は
、

現
時
点
で
は
未
定
だ
が
、
他

事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。

松
田
町
に
お
け
る

�
公
共
交
通
機
関
の
今
後
に
つ
い
て

質
問
者

　
古
谷
　
星
工
人　
議
員

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
に
伴
う

�

景
観
の
変
化
と
町
の
支
援
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代　
実　
議
員

新松田駅周辺整備後の
イメージ

のるーと足柄
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第１回  松田町議会定例会審議結果一覧（３月議会）
◯全員賛成で可決した議案� ※平野由里子議長は採決には加わらない。

議案等番号 議案名等

議案２ 松田町鳥獣被害対策実施隊設置条例（産業厚生常任委員会報告）

議案3 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
◎「懲役」及び「禁錮」が廃止され、「拘禁刑」が創設されることに伴う関係条例の改正等

議案4
松田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
◎�育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援
対策推進法の一部改正に伴う条例改正

議案5 松田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例�
（産業厚生常任委員会報告）

議案6 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◎人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じた条例改正

議案7 松田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
◎人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じた条例改正

議案8 松田町学童保育に関する条例の一部を改正する条例
◎保護者負担金（延長時間分を除く）を無償化するための条例改正

議案9 松田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
◎非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が改正されたことに伴う条例改正

議案10 松田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
◎消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令が改正されたことに伴う条例改正

議案11
松田町布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格に関する条例の一部を改正す
る条例
◎水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に伴う条例改正

議案12 令和6年度松田町一般会計補正予算（第8号）
◎小中学校改修などの事業進捗に伴う年度末補正

議案13 令和6年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第4号）
◎診療報酬減収による補正

議案14 令和6年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
◎介護給付費増に伴う補正

議案15 令和6年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◎広域連合への納付金減額や令和５年度決算確定に伴う繰越金の補正

議案16 令和6年度松田町上水道事業会計補正予算（第２号）
◎寄簡易水道事業への長期貸付金に伴う補正予算

議案17 令和6年度松田町寄簡易水道事業会計補正予算（第２号）
◎上水道事業からの長期借入金に伴う補正予算

議案18 令和7年度松田町一般会計予算（一般会計予算審査特別委員会報告）

議案19 令和7年度松田町国民健康保険事業特別会計予算

議案20 令和7年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計予算
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議案等番号 議案名等

議案21 令和7年度松田町介護保険事業特別会計予算

議案22 令和7年度松田町用地取得特別会計予算

議案23 令和7年度松田町後期高齢者医療特別会計予算

議案24 令和7年度松田町上水道事業会計予算（上水道及び寄簡易水道事業予算審査特別委員会報告）

議案25 令和7年度松田町寄簡易水道事業会計予算（上水道及び寄簡易水道事業予算審査特別委員会報告）

議案26 議案第26号　令和7年度松田町下水道事業会計予算

同意１ 人権擁護委員の推薦について
◎吉崎なつき氏（新任）

△賛成・反対があった議案	 ○…賛成　●…反対　可…可決

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川�

定
雄

秋
田
谷�

光
彦

古
谷�

星
工
人

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

南
雲�

ま
さ
子

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

議案27
松田町寄地域活性化拠点施設の指定管理者の指定について
（総務文教常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

発議１
「氏姓の選択可能な婚姻制度」の法制化を求める意見書の提
出について 可 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ○

○報告
議案等番号 議案名等

報告１
専決処分の報告について（松田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部を改正する条例）
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、デジタル社会形成基本法等の一部改正に伴う
条例改正の報告

報告２
専決処分の報告について（松田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例）
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行
う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部改正に伴う条例改正の報告

第１回  松田町議会臨時会審議結果一覧（１月21日）
◯全員賛成で可決した議案� ※平野由里子議長は採決には加わらない。

議案等番号 議案名等

議案１ 令和6年度松田町一般会計補正予算（第7号）
◎物価高騰対応重点支援給付金事業に係る補正
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研
修
報
告

▼
広
聴
委
員
会
研
修
会
（
郡
町
村
議
会
議
長
会
主

催
）

・
日
時　
12
月
18
日
（
水
）　
14
時
～
16
時

・
場
所　
中
井
町
役
場

・
講
師
及
び
テ
ー
マ

　
一
般
社
団
法
人
地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構　

長
内　
紳
悟　
氏　
「
町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
広

聴
活
動
」

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
委
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

▼
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
・
事
務
局
長
合
同
研

修
会
（
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
１
月
28
日
（
火
）　
14
時
～

・
場
所　
神
奈
川
自
治
会
館

・
講
師
及
び
テ
ー
マ

　
株
式
会
社
広
瀬
行
政
研
究
所　
代
表
取
締
役　

廣
瀬　
和
彦　
氏　
「
町
村
議
会
に
お
け
る
議
員

定
数
・
議
員
報
酬
に
つ
い
て
」

▼
足
柄
上
郡
議
会
議
員
研
修
会
（
郡
町
村
議
会
議

長
会
主
催
）

・
日
時　
１
月
30
日
（
木
）　
14
時
～
16
時
30
分

・
場
所　
中
井
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
講
師
及
び
テ
ー
マ

　
茨
城
県
取
手
市
役
所
総
務
部
情
報
管
理
課
長
、

長
野
県
千
曲
市
・
諏
訪
市
・
埼
玉
県
宮
代
町
議
会

改
革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
岩
崎　
弘
宜　
氏　
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
議
会
に
！
～
議
会
の
役
割
と

議
員
の
責
任
～
」

１．議会とは？
　町民から選ばれた議員たちが、町のルール（条例）やお金の使い方（予算）を話し合って決める場です。
　町長が提案したことに対して、「それで本当に町のためになるのか？」をチェックします。

２．どんなことをしているの？
　・予算及び決算や条例の審議・決定
　・町の事業に対する質問や提言
　・住民の声を反映する請願・陳情の審査等
　・必要に応じて、特別なテーマの調査も行います
　　例：「松田町生涯学習センターの今後のあり方について」「西平畑公園の施設整備の状況について」

「新松田駅周辺整備事業について」など

３．議会と町長の役割
議　会 町　長

役　割 チェックと決定 実行と運営

説　明
町民の代表のため、町内に居住する必要があ
り、町の運営方針に意見を述べたり改善を求
める等します

町の運営を担い、予算案や事業計画を提案し
ます
経営能力や実務能力が求められるため、町民
である必要はありません

　　➡�町は議会と町長の二元代表制で、お互いがバランスを取りながら、町政を前に進める仕組みです

４．議会はいつ開催されるの？
　定例会：年４回（３月・６月・９月・12月）
　必要に応じて臨時会が開催されます。
　また、議会が開催されていない間も委員会活動が行われます。

５．町民と議会のつながり
　・誰でも傍聴できます�
　・議会だよりや動画配信で、議会の活動をチェックできます
　・請願や陳情を通して、意見や要望を届けることができます
　・議員に相談や意見を伝えることも可能です

総務文教常任委員会（６人)� ：政策推進課、総務課、税務課、町民課、議会事務局、
� 　�教育委員会等に関する事務及び他の常任委員会に属さない事務の調査

及び議案、請願、陳情等の審査
産業厚生常任委員会（６人)� ：観光経済課、まちづくり課、環境上下水道課、福祉課、
� 　�子育て健康課等に関する事務の調査及び議案、請願、陳情等の審査
議会広報広聴常任委員会（６人)�：年４回の議会だよりの編集、議会報告会等の企画
議会運営委員会（６人)� ：会期日程等の議会運営に関する事項の協議

委員会活動は全議員12人が２つずつの委員会に所属して活動します

 議会って何？～町の未来を話し合う、みんなの代表が集まる場所～

議会はあなたの声で動きます議会はあなたの声で動きます
議会は「町民の代表が集まる会議」です。議会は「町民の代表が集まる会議」です。

暮らしを良くするために、暮らしを良くするために、
ぜひ関心を持ってください。ぜひ関心を持ってください。
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気
象
報
道
で
「
記
録
的

な
」「
観
測
史
上
初
」
と
い
う

こ
と
ば
を
当
た
り
前
に
耳
に

す
る
昨
今
で
す
が
、
み
な
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
風
薫
る
五
月
も
過
ぎ
、
い

よ
い
よ
夏
到
来
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
記
録
的
な
暑
い
夏
が

や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
観
測
史
上
初
の
豪
雨

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
が
安
寧
な
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、

地
球
が
穏
や
か
で
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
議
会
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

�

（
吉
田
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　��

吉
田
　
　
功

副
委
員
長
　��

武
尾
　
哲
治

委
　
　
員
　��

平
野
由
里
子

委
　
　
員
　��

秋
田
谷
光
彦

委
　
　
員
　��

中
津
川
定
雄

委
　
　
員
　��

北
村
　
和
士

住みやすい町を目指して…住みやすい町を目指して…59

虫沢古道を守る会	会長　飯
いい
田
だ
昌
まさ
之
ゆき
さん（寄在住）

自然ゆたかな松田町寄にようこそ、
 松田町の資源を大切に

令和７年 第２回定例会は令和７年 第２回定例会は
６月３日（火）開会予定６月３日（火）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。

発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

【虫沢古道の活動】
　虫沢古道を守る会が誕生して、今年で１６年に
なります。
　ハイカーが安心して登山を楽しめるように、創
立時の思いを継続し活動しています。
　昨年３月に、尺里道・向原道・高松古道の拠点
に江戸時代建立の「馬頭観世音菩薩像・他化自在
天石碑」が長年風雨にさらされ、念願の「虫沢第
六天御堂」を建立できました。同年７月、関係者
3０人の参列を頂き、落慶式と創立１５周年記念式
典を執り行いました。
　3００を超える道標は適時に交換し管理維持して
います。２年前より経年劣化防止を目的にパネル
式の道標に順次変更し、好評の木の看板も継続管
理しています。
　また、景観の良い場所に休憩用のベンチを設置
し、訪れる人が利用されています。
　虫沢林道の途中に位置する鷹ノ巣沢に隠れた滝
があり、令和４年１月より整備を開始し、同年７
月に一通り完了し、安全を祈願して滝開きをしま
した。１１月には寄小学校6年生が立看板を設置し、
我々はこの滝に「鷹ノ巣五段の滝」と命名させて
いただきました。見学をおすすめしたい。
【寄小学校とのつながり】
　令和２年度より、松田町寄小学校6年生と、江
戸時代の古文書「虫沢村の絵地図」を参照に「寄
の歴史・古道の歴史」の学び会を開き、高松・タ

ケ山古道にて古道体験を行い、翌月に５年6年生
と毎年、ハイキングを実施しています。
【タケ山の展望台にパノラマ写真看板を】
�令和４年、タケ山に寄小学校生徒と登った時に、
展望台にて表丹沢の山々・東京湾・相模湾を眺望
し「大山・鍋割山」はどこなどと、質問攻めにあ
い、また、近年タケ山も西丹沢マップに記載され、
他県よりのハイカーも訪れています。
　利便性の高いツールとして、パノラマ写真看板
を作成し、令和７年３月2５日に関係者の参列の
もと念願の設置ができました。
　当日、簡素な儀式と除幕式を執り行い、自然と
参列者から拍手がわき感無量でした。
　今後の目標として、タケ山展望台に新しくベン
チ型テーブルを、高松山にパノラマ写真看板を計
画、また、ダルマ山の「三

みつ

又
また

」群生地を整備し、
新たな観光スポットを目指します。

令和7年3月25日タケ山展望台にパノラマ看板を設置


